
最少補強筋を配置した梁で許容し得る応力の組合せ

RC規準15条で規定する最少あばら筋比（0.2%）を有する長方形断面梁が、ねじりとせん断を同時に

受けるときの設計用ねじりモーメントTと設計用せん断力Qは、(解 22.8)式を満たす必要がある。

この場合、Ｔと設計用曲げモーメントMとの比が(解 22.9)式を満たさないときには、(解 22.10)式によって求め

られる合計断面積 as を、曲げモーメントに対して算定される軸方向筋に付加して配置するものとする。

ここで、 T0 =  bT
2 DT (1.15) fs / 3

= x x / 3 x =
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Q0 =  bj α・fs  =  b ｛ 7 / 8 ( D - dt ) ｝α・fs
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設計用ねじりモーメント  T = kN・m ： (長期)、 kN・m ： (短期)

設計用せん断力 　　　　Q = kN     ： (長期)、 kN　   ： (短期)

(解 22.8)式より、

= ( / / =

= ( / / =

∴ねじり応力に対し、pw=0.2％では断面が不足するため、あばら筋の補強が必要である。 → 2) の検討へ

(解 22.9)式より、
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∴as を曲げモーメントに対する必要鉄筋 at に付加する必要がある。→(解 22.10)式へ

(解 22.10)式より、

as = 0.0016b ・D ( 1 + 1 / ω) ( wft / sft )
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∴軸方向筋は補強不要

bT ： 梁の幅とせいのうち、小さい方の長さ（mm） DT ： 梁の幅とせいのうち、大きい方の長さ（mm）

b ： 梁の幅（mm） D ： 梁せい（mm）

α ：  4 / ( M / Q・d + 1) d ： 梁の有効せい（mm）

j ： 応力中心距離で、(7/8) ・d としてよい。（mm）

ω ： あばら筋の中心線で囲まれたコンクリートの長辺長さd0のあばら筋の中心線で

囲まれたコンクリートの短辺長さb0に対する比（= d0 / b0 ）

fs ： コンクリートの許容せん断応力度（N/mm2） sft ： 軸方向筋の許容引張応力度（N/mm2）

wft ： あばら筋のせん断補強用許容引張応力度（N/mm2）

　『鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説（2010年版）』に基づき、長方形断面のねじり応力に対する検討を行う。
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ねじり補強筋の算定

(a)　計算方針

曲げ、せん断と同時にねじりを受ける部材の補強筋は、曲げモーメント、せん断力に対してそれぞれ算定

される補強筋量に、(b)項で算定される補強筋量を加算して配筋する。ただし、せん断に対して必要なあばら

筋比の値 pws は0.1%以上とし、必要なあばら筋比の総量は1.2%を超えてはならないものとする。

また、設計用ねじりモーメントは、(解 22.11)式を満たすものとする。

= x x 4 / 3 x =

= x x 4 / 3 x =

∴(解 22.11)式を満足するため、鉄筋補強可。

(b)　ねじりモーメントに対する補強筋量の算定

x の間隔で配置するあばら筋１本の必要断面積 aw1 及び必要鉄筋比 pwtは、(解 22.12)式による。

= x x x ) =

= x x x ) =

一方、曲げモーメント及びせん断力に対して算定される必要あばら筋比 pws は、

+ =

+ =

以上より、あばら筋断面積は十分満足している。

軸方向筋の必要全断面積 as は（解 22.13）式で求め、断面の外周に沿って300mm以下の間隔で均等に

配置する。

= x x 2 x x ) =

= x x 2 x x ) =

　曲げに必要な主筋断面積に、（解 22.13）式で算定したねじりに必要な軸筋断面積から腹筋断面積を

差し引いた分を、上下主筋に分けて加算したときのそれぞれの断面積以上の配筋量を確保するものとする。

- x / ) / 2 =

- x / ) / 2 =

以上より、ねじりモーメントに対する検討部材の安全性に問題ない。

ここで、 ｘ ： 閉鎖型あばら筋の間隔（mm）

A0 ： 閉鎖型あばら筋の中心で囲まれるコンクリート核の断面積（mm2）

sft ： 軸方向筋の許容引張応力度（N/mm2）

ψ0 ： 閉鎖型あばら筋の中心で囲まれるコンクリート核の周長（mm）
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　本検討は、『鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説（2010年版）』に基づき、最少補強筋を配置した梁では許容でき

ない応力の組合せに対して、Rauschの簡易公式を用いて必要な補強筋の算定を行う。
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ねじりモーメントに対する断面算定表
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